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留 意 事 項 

○ 10n  を表す記号 

記号 T G M k m μ n p 

 1210  910  610  310  310  610  910  1210  

名称 テラ ギガ メガ キロ ミリ マイクロ ナノ ピコ 

 

○ 国際単位系（SI単位系） ： この単位系に直して計算すること 

 単位は記号（物理量）のときは[ ]を付け，数値のときはつけない。数値と単位で 

１つの物理量だから。 例    , 20 , 20 , 2 3R R R r         

日本工業規格 規格番号 JISZ8203 参照 

距離 ﾒｰﾄﾙ m 電圧，電位 ﾎﾞﾙﾄ V 

質量 ｷﾛｸﾞﾗﾑ kg 磁束 ｳｪｰﾊﾞｰ Wb 

時間 ｾｶﾝﾄﾞ（秒） s 磁束密度 ﾃｽﾗ T 

電流 ｱﾝﾍﾟｱ A 抵抗 ｵｰﾑ Ω 

周波数 ﾍﾙﾂ Hz ｺﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ ｼﾞｰﾒﾝｽ S 

力 ﾆｭｰﾄﾝ N 静電容量 ﾌｧﾗﾄﾞ F 

ｴﾈﾙｷﾞｰ ｼﾞｭｰﾙ J ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ ﾍﾝﾘｰ H 

電力 ﾜｯﾄ W 電気量 ｸｰﾛﾝ C 

 

○ ギリシャ文字 

大文字 小文字 読み方     イータ     パイ 

    アルファ     シ－タ     ロー 

    ベータ     カッパ     シグマ 

    ガンマ    ラムダ     タウ 

    デルタ     ミュー   ,   ファイ 

    イプシロン     ニュー     プサイ 

    ゼータ     グサイ     オメガ 

                      使用頻度の高い文字のみ，斜体表示 

〇  立体，斜体，大文字，小文字の区別 

 ・単位や10n
を表す文字には立体(V)，電圧や抵抗など量を表す文字には斜体(V)を使う。 

 ・交流回路では，瞬時値に小文字(例 v,i)，フェーザに大文字(V,I)を使う。 

 

〇  電圧と電流の矢印 

 ・回路図に書き込む矢印は特に明記しない限り全て測定の向き（基準の向き，正の向き， 

正方向ともいう）を表す。自分の好きな向きに選んでよい。 

 ・矢印を書かないと式が決まらない。特に電圧では両端に矢を書かない。 

 ・矢印のことは，第 1章で詳しく説明する。 


